
公共施設等総合管理計画を策定しました公共施設等総合管理計画を策定しました
－将来にわたり公共施設機能を適切に保つために－

　計
画
策
定
の
背
景

　

高
度
成
長
期
に
建
設
さ
れ
た
公
共
施
設
や

各
種
イ
ン
フ
ラ
（
道
路
、
橋
り
ょ
う
、
上
下

水
道
な
ど
）
の
老
朽
化
対
策
が
全
国
的
に
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
も
、
今
後
、
各
種
施
設
が
更
新
や

大
規
模
改
修
の
時
期
を
迎
え
る
一
方
、
人
口

減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
厳
し
い

財
政
状
況
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
公
共
施
設

な
ど
の
維
持
管
理
や
更
新
が
難
し
く
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
公
共
施
設
を
長
期
的
・
計
画

的
に
、
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
平
成
29
年
３
月
に
施
設
管
理

に
関
す
る
基
本
方
針
を
定
め
た
『
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

　計
画
期
間
と
対
象
施
設

■
計
画
期
間

　

将
来
人
口
や
財
政
見
通
し
な
ど
を
も
と
に

長
期
的
な
視
点
で
更
新
費
用
を
推
計
す
る
た

め
、
平
成
29
年
か
ら
58
年
ま
で
の
30
年
間
と

し
ま
す
。

■
対
象
施
設

　

学
校
、
庁
舎
、
市
営
住
宅
、
体
育
館
な
ど

の
「
公
共
施
設
」
の
ほ
か
、道
路
、橋
り
ょ
う
、

上
下
水
道
な
ど
の
「
イ
ン
フ
ラ
資
産
」
を
対

象
と
し
ま
す
。

　将
来
人
口
と
少
子
高
齢
化

　

本
市
の
人
口
は
、
平
成
７
年
の
６
万
３
，

５
５
６
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
が
続
き
、
平
成

27
年
の
国
勢
調
査
で
は
５
万
４
，１
８
７
人

ま
で
減
少
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
こ
の
傾
向

は
継
続
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
平
成
52
年

に
は
４
万
２
，８
０
０
人
ま
で
減
少
す
る
と

推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
人
口
構
造
は
、
生
産
年
齢
人
口
の
割

合
は
減
る
一
方
、
老
年
人
口
の
割
合
は
増
加

が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
公
共
施
設
に
対
す
る

住
民
ニ
ー
ズ
も
変
化
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　公
共
施
設
の
老
朽
化
が
進
行

　

公
共
施
設
の
多
く
は
、
昭
和
30
年
代
後
半

以
降
に
順
次
建
設
さ
れ
、
築
30
年
以
上
の
施

設
が
全
体
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
末
時
点
で
、
す
で
に

耐
用
年
数
が
到
来
し
て
い
る
施
設
は
全
体
の

15
・
４
％
、
平
成
37
年
度
末
に
は
54
・
５
％

を
占
め
る
ま
で
に
増
加
し
、
老
朽
化
の
問
題

に
直
面
し
て
い
ま
す
。　　

　

老
朽
化
し
て
い
る
施
設
は
、
耐
震
改
修
工

事
な
ど
を
随
時
進
め
て
い
ま
す
が
、
今
後
も

大
規
模
改
修
や
建
て
替
え
な
ど
の
対
応
が
必

要
に
な
り
、
市
の
財
政
の
大
き
な
負
担
と
な

り
ま
す
。

＜築年数別の延床面積＞　平成 26年度末現在

＜人口の将来推計＞　

10年未満
5.7%

10～20年未満
13.2%

20～30年未満
21.3%

30～40年未満
21.2%

40～50年未満
29.0%

50年以上
9.5%

※平成28年3月公表「塩竈市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の推計値から

　　　　　人　　　口

総人口

年少人口（0歳～14歳）割合

生産年齢人口（15歳～64歳）割合

老年人口（65歳以上）割合

平成27年

54,187人

10.7％

58.0％

31.3％

平成52年

42,800人

12.8％

49.2％

38.0％
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公
共
施
設
の
更
新
費
用

　

公
共
施
設
な
ど
の
更
新
費
用
は
、
歳
入
・

歳
出
の
状
況
お
よ
び
人
口
減
少
な
ど
を
加
味

し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と
、
今
後
30

年
間
で
総
額
１
，０
９
０
億
円
の
費
用
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
維
持
更
新
に
使
え
る
金
額
は
８
５

８
億
円
で
、
差
し
引
き
２
３
２
億
円
の
不
足

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
試
算
か
ら
、「
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
」
で
は
、
今
後
の
財
源
不
足
を
補
う

た
め
に
、
公
共
施
設
を
概
ね
24
％
縮
減
す
る

こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
計
画
の
推
進
と
今
後
の

　
　
　
　
　
　

取
り
組
み

　

将
来
に
わ
た
り
公
共
施
設
の
機
能
を
適
切

に
保
つ
た
め
に
は
、「
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
」
の
基
本
方
針
を
も
と
に
公
共
施
設

の
適
正
な
維
持
管
理
や
、
市
民
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
最
適
な
配
置
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
施
設
ご
と
の
再
編
方
針
を

示
す
「
公
共
施
設
再
配
置
計
画
」
を
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
策
定
し

ま
す
。

　
　

と　
　

の
気
に
な
る
話

　

最
近
、
ニ
ュ
ー
ス
で
公
共
施
設
の

老
朽
化
の
課
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
ね
。

　

そ
う
ね
、
右
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
に

あ
る
と
お
り
、
塩
竈
市
で
も
公
共
施

設
の
半
数
以
上
が
建
築
か
ら
30
年
以

上
経
過
し
て
い
る
の
。
10
年
後
に
は

施
設
の
多
く
が
大
規
模
修
繕
や
建
て

替
え
が
必
要
に
な
る
の
よ
。

　

そ
れ
じ
ゃ
、
市
の
お
金
が
足
り
な

く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
？

　

市
の
試
算
で
は
、
建
物
の
維
持
更

新
に
使
え
る
お
金
が
毎
年
７
・
７
億
円

程
度
不
足
す
る
結
果
が
出
て
い
る

わ
。
人
口
や
税
収
は
減
っ
て
い
く
と

予
想
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
今
後
の
施

設
管
理
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て

い
く
の
。

　

将
来
に
負
担
を
残
さ
な
い
た
め
に

も
、
今
の
う
ち
か
ら
今
後
の
施
設
の

あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
い
か
な
く

ち
ゃ
い
け
な
い
ね
。

①点検・診断等の実施方針
　定期的に点検・診断を実施する
②維持管理・修繕・更新などの実施方針
　修繕が必要な箇所が判明した場合、優先度を付けて修繕を実施する
③安全確保の実施方針
　安全な利用を担保できない場合は、速やかに安全確保対策を講じる
④耐震化の実施方針
　防災上の重要度を踏まえ、計画的に建て替えや耐震改修、除却（解体）を実施する
⑤長寿命化の実施方針
　適切な維持管理・予防保全を実施し、施設の長寿命化に努める
⑥統合や廃止の推進方針
　今後の人口減少や人口構成の変化に伴い、積極的に複合化などを検討する
⑦管理を実現するための体制の構築
　職員向け研修会の実施や市民と連携して取り組みを推進する

公共施設等の管理に関する基本方針

アンケート調査に協力を！

　公共施設の利用状況や施設のあり
方などを年代別に把握し、「公共施
設再配置計画」の参考とするため、
市民2,000人を対象としたアンケー
ト調査を実施します。
　調査票が届いた方は
ご協力をお願いします。

　「公共施設等総合管理
計画」では人口減少や公
共施設の老朽化に対応
するため、 公共施設の
管理に関する基本方針
をまとめています。

＜財源不足額と公共施設面積縮減率＞

120,000

100,000

80,000

60,000

0
5 10 15 20 25 30 35 縮減率（％）

百万円

公共施設
削減目標
　（30年間）
　　約24%

維持更新に必要な金額(30年間)
維持更新に充当可能な金額(30年間)

不
足
額

不
足
額 232億円！
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